














Study of Mathematical Activities to draw "Insight"
Michiaki Sugino
　In the overall objectives of mathematics,there is the concept of "good perspectives". 
I think this means insight that draws a pupil's ability to think and express. The insight 
of the overall objectives of mathematics is the power that pupils can have the prospect 
of a result and a method of solution to a problem. I think that we can develop this 
power in the class while finding solutions to problems. In two mathematics classes, I 
considered if pupils could have "good perspectives" through mathematical activities.
 As a result, I found that it was important to devise mathematical activities that were 
easy to remember and solve, using already-learned material.
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1．学力の主要な要素「思考力・表現力」
　平成 19 年の学校教育法改正により，学
力が法的に規定された。同法第 30 条第 2
項によると学力の主要な 3 つの要素は次の
通りである（表 1）。









































































































































































　第 1 時　 和が 10 をこえるたし算に気付
き，答えの見通しをもつ（本時）
　第 2 時　 被加数が 9 の場合の計算の仕方
（加数分解）
　第 3 時　 被加数が 8 の場合の計算の仕方
（加数分解）
　第 4 時　 被加数が 8，9 の場合の計算の
練習



























































（図 4）。子どもたちは，10 ぴったりか 10
をこえるときには，手を挙げ，10 をこえな
いときには，首を振ることが正しくできた。
































　8＋3 の答えが 10 をこえるわけを話し
合うことで，既習事項を根拠に見通し
をもちやすくする。










C6 　8 は 10 になりたくて，2 をもらって
もまだ 1 あるからこえます。
C7 　8＋2 は 10 だけど，8＋3 は 11 になる
から，こえます。
C8 　8 と 2 で 10 だから，3 はあと 1 大き
いから答えは 11 です。


















































上に 8 個とばらを 3 個置き，ばらの中のブ
ロック 2 個を皿の上に動かして 10 のかた


























カードを縦に 4 枚，横に 3 枚並べて，正方
形の 1 辺の長さは 24cm と求めることがで
きた。「24 はどんな数かな」の問いかけに，





横 8cm の長方形を図 6 の情景図のように
かいていき，正方形の 1 辺の長さは 24cm
と求めることができた。縦の 24cm のとこ
ろには，6 × 4 の式が，横の 24cm のとこ






























　続いて，縦 6cm，横 8cm の長方形のカ
ードを各自に 4 枚ずつ配布し，「問題に合
うように並べてみよう。」と問いかけると，
机の上に同じ向きに並べる姿が見られた。
子どもから「長方形のカードが足りない。」
というつぶやきが聞こえてきた。
　「正方形の 1 辺の長さを求めること」を
確認し，概ね題意がつかめたところで，本
時のめあてを「正方形の 1 辺の長さが何
cm になるか考えて，説明しよう。」と決
めた。
指導の工夫⑤
　今までに学習したことを使って考え
てみようと助言することで，既習事項
に目を向けやすくする。
　「今までに学習したことを使って考えて
みよう。」と助言した。
　子どもは，次の 3 種類の方法を考えてきた。
○Ａ児　長方形を敷き詰めて考える
　4 枚では正方形ができないと気づいたＡ
児は，担任のところに行き，更に多くの長
方形のカードを受け取ると，机の上にカー
ドを並べて考える姿が見られた。長方形の
図 6　長方形のタイルを並べる情景図
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察から読み取ることができるのではないか。
　1 年「たし算（2）」の授業では，子ども
の発言から，結果や方法の見通しをもつこ
とができたと考える。しかしながら，5 年
「整数」の授業では，方法の見通しをもつ
ことができたと考えるが，「公倍数の考え」
の見通しをもてたかどうか判断することは
できなかった。
　子どもが「見通し」をもつことができた
かどうか，子どもの「洞察力」は育成でき
たのかどうか，判断することは難しい。し
かしながら，子どもに育成すべき思考力・
表現力につながると考えられるこの力をつ
けていく大切さを改めて感じ取ることがで
きた。
　今後も，子どもが「見通し」をもつ過程
に着目し，どんな支援が必要か探っていき
たい。　
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算数的活動は，題意をつかむのに有効であ
ったと考える。ほぼ全員がＡ児，Ｂ児，Ｃ
児のどれかの考えをもつことができ，正方
形の 1 辺の長さを求めることができてい
た。
　ただ，全員が「公倍数を使えばよい」と
いう方法の見通しをもつことができていた
かどうかは明らかではない。公倍数の考え
を使って考えたのか，長方形のカードを並
べることで答えを出し，その数を振り返る
ことで公倍数の考えに気付いたのか，話し
合いや適用題を通して公倍数の考えに気付
いたのかは，判断できなかった。
　公倍数は，本単元の第二次で 4 時間をか
けて学習してきた内容である。本時までに
学習してきた公倍数の意味理解が既習事項
となって，本時の問題解決につながってい
る。本時のような活用場面では特に，既習
事項の確実な習得が基盤となることが分
かった。
5．成果と課題
　算数科の 2 つの授業実践を通して，子ど
もが「見通し」をもつことができる算数的
活動の工夫を考察した。
　その結果，解決に必要な既習事項の定着
が大切であること，既習事項を想起しやす
い算数的活動を工夫することが大切である
ことが明らかになった。
　子どもが「見通し」をもつことができた
かどうかを読み取ることは難しい。子ども
の頭の中の考えであるからだ。しかしなが
ら，「見通し」をもった後の子どもの姿の観
